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検検検検査査査査材材材材料料料料のののの輸輸輸輸送送送送

Ⅰ　輸送等に当たっての留意点

・�検査材料を国立感染症研究所に輸送するに当たっては、必ず事前に国立感染症研究所情報

センタに問い合わせ、ID 番号を受ける。その後ウイルス 3 部第 1 室に連絡し、到着日、輸

送手段などについて、確認する。

Ⅱ　感染性材料の持参輸送に用いる容器

　基本型三重包装容器を用いる。容器は次の三層からなるものを用いる。

�

１　一次容器

　感染性材料を入れてラベルを貼った防水性、密封性の主容器である。この容器は破損に備え

て、液体全部を吸収するのに十分な量の吸収材によって包まれる。

２　二次容器

　一次容器を収納して保護するための二番目の容器で、丈夫で防水性、密封性があるものとす

る。この中には包んだ一次容器を複数入れてもよい。複数の一次容器の間に入れる緩衝材とし

て、さらに十分な量の吸収材を使わなければならない。

３　外側容器（三次容器）

　輸送中に物理的な損傷や水などの外部影響から二次容器とその中身を守るためのものであり、

外側容器（三次容器）の中に二次容器を収める。

　検体データ様式、書面、その他検体を識別又は説明するための情報、及び送り主と受取人を

特定する情報を二次容器の外側に貼りつけるものとする。

（図１）　感染性材料の輸送法（持参の場合）

（図２）　（参考）WHO,�Laboratory�Biosafety�Manual　2nd�edition に示されている、

郵送のための包装法。

Ⅲ　感染性材料の持参輸送に用いる容器の表示（ラベル）

１　一次容器

(1)　あらかじめ、症例を報告し、与えられた患者 ID を元に、以下の手順で検体 ID をラベル

する。症例 ID は、都道府県番号＋患者イニシャル＋感染研にて受付順のシリアルナンバー（001

より始まる）＋診断カテゴリ（S：Suspected；P：Probable；D：Discarded とし、これはカ

テゴリが変わった場合には、SP（S から P）、SD（S から D）のように連続して付記する）と

し、検体 ID は、症例 ID に引き続く、_（アンダーバー）＋検体種別（UR 上気道；LR 下気道；

B 血液；U 尿；F 便；T：組織）＋検体採取日時（患者から採取した日付で、例えば 4 月 4 日

午後 3 時 5 分であれば、0304041505 とする）＋（同時に数検体とった場合には順に１、２と

括弧内に入れる）ものとする。CPE 陽性培養上清の場合には、検体種別の前に Y をいれる。

２　二次容器（図３）

(1)�受取人の名称、住所、電話番号、Fax 番号

(2)�送り主の名称、住所、電話番号、Fax 番号

(3)�包装物の数、内容品の詳細、重量等

２　外側容器（三次容器）（図４）

(1)�国際感染性物質ラベル（バイオハザードマーク）

(2)�国立感染症研究所連絡先
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図１　感染性材料の輸送法（持参の場合）

　感染性材料は三層に包装する。
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注意　密封性の二次容器内には

ドライアイス等は絶対入れないこと。
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図２　（参考）WHO，Laboratory�Biosafety�Manual�2nd�edition に示されている、郵送の

ための包装法

（（（（三三三三次次次次容容容容器器器器））））
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図３　二次容器の例

　二次容器には次の表示を行う。

(1)�受取人の名称、住所、電話番号、Fax 番号

(2)�送り主の名称、住所、電話番号、Fax 番号

(3)�包装物の数、内容品の詳細、重量等

図４　外側容器（三次容器）の例

　外側容器（三次容器）には次の表示を行う。

(1)�国際感染性物質ラベル（バイオハザードマーク）

(2)�国立感染症研究所連絡先


